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昭

和

二

十

六

’

年

八

月

十

五

日

日

* 
人

守． 

wロ

自

孝章

財

団

住

人

人

口

問

題

研

究

会

． 

＼ 



.～ゃ



' 

は

L 

'.O~ 

き

本

斡

は

戦

後

の

新

し

い

閣

情

に

即

応

し

最

近

改

組

し

た

財

団

法

人

人

口

問

題

研

究

会

が

世

に

怒

る

最

初

の

勝

家

的

文

勢

で

あ

る

。

報
告
勢
一
は
主
と
し
て
度
合
・
省
人
口
間
態
研
出
引
所
訪
中
企
部
長
本
多
龍
雄
氏
に
£
っ

て

起

草

さ

れ

、

本

会

の

常

任

mu
窓

会

k

b

い

て

零

欝

供

自

沈

し

た

も

の

で

あ

る

。

惣
事
会
に
－
P

け

る

出

席

者

氏

名

は

左

の

と

が

h

で

あ

っ

た

io

右

永

井

言

、

下

条

康

磨

、

岡

崎

文

規

、

北

関

車

対

逸

、

床

次

徳

．

認

審

議

結

果

K

Z
る

原

案

の

修

涯

は

北

関

努

事

が

担

当

し

た

。

報

告

脅

は

本

会

怒

哀

会

の

受

約

し

か

っ

そ

の

会

責

任

に

》

い

て

発

表

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

。

一
九
五

一

年

八

月

一
五
日

（ 

、
） 

財

団

嘗

人

人

口

問

題

研

究

会

mu
慈

長

永

井

亨

．
 

ι

，‘‘
v
a
h
 





日

『次

吋

人

口

伝

ど

の

主

ラ

安

動

き

を

し

て

い

る

か

，h
 

.2. 

較
的
別
職
後
に
か
け
る
人
口
増
加
の
概
勢
：
・
；
・
：
：
・
・
・
：
・
・
：
：
：
・
／

戟

後

に

》

け

守
m一

増

加

人

口

の

分

析

・

・

・

・

・

：

：

・

・

・

・

：

：

・

・

・

・

2

戦

後

人

口

動

態

の

推

移

・

・

：

・

電

：

・

：

・

・

；

・

・

・

・

・

a

・

4

3 弘

将

来

人

口

の

推

計

と

そ

の

問

題

5 

一

寸

人

口

は

ど

の

工

う

に

挟

務

せ

ら

れ

そ

し

τ
ど
の

主

a
J
K
再

生

怒

さ

れ

て

い

る

か

λ 

戦

後

k
h
M

け

る

生

活

水

準

の

低

下

・

・

‘

・

・

・

・

・

・

：

・

・

・

・

ア

.2. 

援
業
構
設
の
準
化
と
出
生
率
の
低
減
・
：
・
：
・
・
：
・
：
・
：
：
・
：
・
・
．
、
，

g

霞

禁

制

併

設

の

欠

陥

と

過

剰

人

口

の

再

生

産

・

・

・

・

：

・

J

・

－

J
－m

3 ~ 

将

来

人

口

の

挟

容

と

安

定

に

つ

い

て

ia 

異

人

口

は

ど

の

工

う

を

補

応

窓

動

を

し

て

い

る

か

λ 

E芸
鬼

器lJ
限

σコ

普

及

状

況

/6 



、

J. J 

会

楼

納

蹟

胎

の

増

加

’

・

e

：

：

・

・

：

・

・

；

：

・

・

・

・

－

M

自
然
死
縫
い
め
1

増

加

と

非

合

法

的

堕

胎

－

一

：

：

・

い

：

一

－
L

e

－
－
・
：
・
～
・
・
・
・
刀

ち
寸‘

び

／~守



一

／ 

一

－

人

口

は

ど

の

工

う

を

動

き

そ

し

て

い

る

か

λ 

戦

前

戦

後

・

に

か

け

為

人

口

増

加

の

概

勢

日

本

で

最

初

の

セ

シ

サ

九

年

｛

一

九

二

O
年

）

で

あ

い

ろ

の

い

み

で

劃

期

的

を

年

で

あ

る

。

人

口

の

動

き

の

上

か

ら

み

て

も

亦

そ

れ

は

と

の

年

以

・

察

、

日

本

の

出

生

率

と

死

亡

率

そ

し

て

人

口

動

態

の

と

3ミ

の

行

わ

れ

た

の

は

傍

っ
た
が
、

一

次

世

界

大

戦

直

後

の

大

疋

と

の

年

は

近

行

日

本

の

発

展

史

上

い

ろ

つ

の

劃

期

的

年

次

で

あ

っ
た
。

は

と

も

に

着

実

在

低

下

傾

向

特

開

始

し

た

。

の

よ

う

宏

近

代

化

傾

向

は

、

欧

米

務

問

に

必

い

て

そ

う

で

あ

が

聞

に

か

い

て

も

自

然

増

加

率

を

増

大

し

、

っ

た

と

同

じ

よ

う

に

、

明

治

初

年

以

来

辿

う

て

き

た

人

口
.), 

4コ

増

加

の

趨

勢

を

一

そ

う

強

化

し

た

。

大

疋

九

年

｛
一
九
二

O
年
）

か

ら

昭

和

二

ま

で

三

0
年

間

の

総

人

口

の

増

加

の

概

勢

そ

一

五

年

か

き

’
五
年

｛
一
九
五

O
年
）

の

セ

ン

サ

ス

人

口

に

工

つ

マ

し

め

寸

と

次

の

僕

一

季

・

の

と

b

b
で
あ
る
。

介

但

し

数

字

ば

琉

球

、

各

美

大

島

－

b

よ

び

そ

の

他

努

干

の

小

島

呼

を

除

〈

現

在

一

の

釘

釜

境

域

の

入

口

陀

換

食

さ

れ

た

も

の

で
あ
る
。



大

足

九

年

， 8N' 
和

， II u ， 

四
年

．開嗣．． 

五
年

O
得

五
年

ニ
O
忽

二

五

年

（
備
考
）

月

第

一

表

総

人

口

の

増

加

，園、

一
九
二

O

I
五

O
Mヤ
）

，..旬、

九

二

O
年
）

つ

（

一

一

自

の

現

在

人

口

。

但

し

昭

和

一

一

五

年

は

在

外

軍

人

箪

鹿

を

合

督

。

即

ち

も

し

駁

争

が

安

か

っ

た

授

ら

ば

日

本

に

現

在

し

た

で

あ

ろ

ラ

と

と

ろ
の
人
口
一
脅
し
め
寸
。
ま
た
昭
和
一
一

O
年

は

人
口
で
、
来
複
員
者
を
今
回
ま
弘
怖
い
。

，隣崎、

九
二
五
年
）

，画町、

九
三

O
年
）

九
三
五
年
）

，問、，－、

一
九
四
．
0
年
）

，戸、

一
九
四
一
五
年
）

一
九
五

O
年
）

，戸、

，開園、

・－ー－、．，，

境
域
伊
川
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νミ

て

は

本

文

参

照

カロ
・陶同．． 
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0 3同 豆諸
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率
（

M
A
）
 

－－
a
a
g曙
唱
組
担
得

ιTEas－
aa
，

， 

fZ!l! 
一一、内

各
年
次
ー
と
も

。

日

現

在

の

現

在



一一 一 一， 

右

衰

の

し

め

十

之

が

b
大
豆
九
年
以
降
昭
、
和
白
．

0
平

に

到

る

（

一

九
二

0
年

代

か

ら

三

0
年

代

に

か

け

て

）

人

口

増

加

の

勢

は

著

し

〈

強

化

し

て

し

た

が

っ

て

昭

和

（

一

九

一

一

一

玄

年

）

由

主

年

間

い
る
。

一O
保

を

境

と

十

る

前

後

の

各

一

前
の

五

ヶ

年

し

か

し

昭

和

後－
(/) 

五

年

間

の

増

加

率

そ

み

為

と

、

カ
年
に
’
増
加
率
は
低
下
し
て
い
る
。

場

と

し

て

そ

の

前

後

各

一

0
カ

年

間

の

増

加

寧

特

み

る

と

、

工
b
も

後

の

一

0
カ

年

間

の

方

が

増

加

惑

は

高

い

。

A
ー

を

わ

ち

今

疫

の

戟

争

そ

中

心

と

し

て

み

あ

と

、

戦

争

に

工

旬

多

大

の

人

口

掲

’

耗

予

察

、

っ

た

最

近

一

0
カ

年

間

の

方

が

、

そ

れ

に

発

立

つ

一

0
カ

年

開

よ

b

も

却

っ

て

均

加

率

が

高

い

と

わ

れ

わ

れ

は

戦

後

人

口

問

題

の

摂

安

時

？

と

の

お

・

努

の

分

析

か

ら

段

に

ー 増

五力日
年 率

が

高

〈、九
回。
尽

を五

9智
σ3 

一O
カ

字

問

じと
めに

よ．．拾

うる。。.2,. 

開
戦
後
に
お
け
る
増
治
人
口
め

A
M

析

h ． 

上

病

第

一

表

k

b

け

る

昭

和

二

O
年

人

口

は

夢

中

に

備

考

一
九
四
五
年
）

，ー“

....:..2ー
さ

・れ

て

νミ

る
一と

~..,. 

h 
、：

一

自

に

が

け

る

現

在

人

口

で

、

未

復

員

者

関

与

十

月



そ

含

支

を

い

。

関

与

以

降

の

現

在

人

口

の

増

加

は

大

！

風

習

の

復

員

か

ー

エ

ぴ

海

外

在
i
l
l
l
t

住

者

の
J

引

揚

げ

に

’

エ

る

移

動

増

加

と

出

生

死

亡

誰

r

k
よ

る

自

然

増

加

の

ニ

ワ

の

要

因

に

資

ラ

で

い

る

ο
二

要

因

の

比

設

の

推

移

千

年

次

別

に

一

水

寸

と

次

の

第

二

衰

の

と

h
t
b
で
あ
る
。

務

三

菱

磯
殺
の
社
会
治
加
・
と
自
然
増
一
‘
加

昭
和
二

O
年
一

O
月

一

日

I

一
二
年
九
月
三

O
日

昭
和
二
一
年
一

O
月

一

日

1

二
二
位
九
月
三

O
B

t 

昭
和
二
二
年
一

O
月

一

日

1

二
三
年
九
月
三

O
日

昭
和
二
三
年
一

O
月

一

日

I

二
四
年
九
月
三

O
日

昭
和
二
四
年
一

O
月

一

日

1

ニ
玄
年
九
月
三

O
日

ずL;~ j審
問ト加

殺
自ら

（然
軍士曽
償：力日
千

・・・・a・

’‘d ・・・・.

吋

0

0

一
て

回

唱

。

吋

噌

S

S

一

剛

山

可

也

へ

拘

宅－

－ －－・

可

昌

吉

一

関

I 

計

一
一
「
噌
問
喝

弓

間

唱

一

q
g
噌

山

吋

拘

話

へ

一
二
再
開
噌
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革、

o
z
a

内屯一一一一向

一一、－一九四

昭
和
二

0
1ニ
吋
年

比

II 

ー ー ー 凶

ヨヨζr司 Cコ

::,0.竜 1

0 思率
｛

%
V
i
i－

－

1
1
 

一一
0

0

II 

二
一

I
一一一一年

二
一

1
二
三
年

．同・4・h

Cコ
Cコ

，、
;;aエ

e

一0
0

， 

二一ニ

I
二
四
年

，、

．ずt/ ::h.l 

F、ζ ＝＝

一0
0

， 

二
四

I
二
玄
年

・－cコ
cコ

計

四一一一

三王Z

－旬

・・・M・

Cコ
Cコ

（
備
考
）

移

動

人

口

は

G

E

Q

の
下山】

α
M
q
u

会ミ

本

衰の

(IL 言；t

工~
Z、、
増

そ、加

ど、人

'JO；口

あは

る
。

勤

前

日

統

計

は

厚

生

省

統
計
一
uw

安

部

の

伊

奈

に

よ

る

。

Yを

セ

〉／

サ

ス
人
口

に

よ

る

と

の

住

次

簡

の

増

加

’

人

口

と

若

干

の

終

戦

直

後

は

自

然

増

加

は

い

う

陀

足

ら

ず

、

昭

和

二

O
年

に

~ ... 

寸

を

わ

ち

、

て

は

む

し

ろ

マ

一
引
相
妨
げ
去
に
工
る
大
雪
の
移
抑
制
明
加
に

3
 

一
二
年
余
守
も
つ

し3

イ
－
ナ

ス

で

あ

っ

た

と

推

定

さ

れ

て

つ

で

て

移

勃

増

加

は

著

減

し

、

作

つ
ヱ

い

る

む

に

対

し

、

復

費

と

人

口

は

著

増

し

た

が

、

移

戦

後

て

著

し

い

自

然

増

加

に

よ

る

人



口

増

加

が

行

わ

れ

て

い

る

。

、

復
員
者
数
コ
一

0
0
寓
九
千
と
引
揚
げ
者
殺
三
一
三
薫
，
…
六
一
千
外
に
区
別
不
明
の

者
一

O
慎
一
四
千
そ
一
湖
一
一
計
じ
て
ム
ハ
二
回
高
九
千
一
で
忘
る
が
、
ど
の
間
の
外

mm
人

の

宿
三
二
奴
一
一
一
九
議
四
千
ご
一
し
引
い
て
約
五

O
一
五
議
Z

千

人

の

時

伊

勢

増

加

と

を

っ

て

い

み

。

と

の

内

復

債

は

も

し

戦

争

が

安

か

っ

た

を

ら

げ

当

然

日

本

氏

在

住

し

た

で

あ

ろ

う

人

口

で

お

ぶ

が

、

海

外

在

住

者

の

引

誤

作

，

和

三

O

O
寓

人

は

敗

戦

に

工

る

新

し

い

資

担

で

）

験

後

wh

・
》
け
る
外
間
一
人
の
退
去
数
脊
葬
し
引
い
て
も
約

二

O

O
認

の

純

増

加

と

を

る

。

そ

れ

は

或

意

味

で

終

戦

直

後

k

b

け

る

自

然

増

加

の

減

退

’

千

代

位

し

た

工

う

宏

形

に

沿

っ

て

b

b

、

主

た

他

の

見

方

を

寸

れ

ば

戦

争

促

工

る

人

口

の

損

耗

l
戦
・
死
一
約
一
五
五
一
時
五
千
、
銃
移
の
駁
災
死
亡
約
三
＼

、
、

O
宵

問

、

計

約

一

八

五

寓

（

安

定

本

部

准

計

）

ー

を

椅

ず

ん

し

た

エ

ラ

宕

結

果

げ

い

を

っ

て

い

る

の

み

か

ら

ず

移

動

増

加

は

終

戦

後

二

年

余

に

し

て

念

殺

し

、

現

在

は

殆

ん

ど

無

視

し

7
・

工

い

程

度

の

も

の

と

た

っ

て

い

る

。

ぃ

、

か

え

れ

ば

、

戟

後

人

口

増

加

の

本

体

は

移

戦

後

年

余

に

し

て

念

増

し

た

自

然

増

加

に

あ

ろ

わ

作

わ

れ

わ

れ

の

探

究

十

ベ

き

課

題

も

亦

そ

の

契

熊

の

分

析

陀

あ

る

と

い

え

よ

で
、

－nJ

。



J 

戦

後

人

口

動

態

の

推

移

1
・i
l
l
i
t－
－

，

年
一
一
五

O
震

を

い

し

一

八

O
蔦

に

還

し

た

最

近

の

著

し

い

自

然

穏

加

は

、

方

死

亡

率

が

戦

後

陀

著

し

〈

改

撃

し

き

れ

、

戦

前

よ

h

も

更

に

低

下

し

た

と

と

陀

原

因

し

て

他

方

と

れ

と

合

せ

て

戦

後

の

出

生

率

が

戦

前

水

準

そ

と

九

い
る
が
、

あ

程

度

に

ま

で

上

昇

し

た

と

と

r
原

因

し

て

い

亡

率

の

推

移

チ

一

不

十

と

次

の

勢

三

表

の

と

h
t
h

芸、
。
戦

後

の

出

会

率

h
u

工
ぴ
死

で

あ

る

。

第

三

表

戦

後

の

出

生

率

b

よ

び

死

亡

率

大

正

九

年

二

九

二

O
年）

昭
和
一
一
年
二
九
三
一
年
）

昭
和
二
二
年
ご
丸
四
七
年
）

二
三
尽
（
一
九
四
八
年
）

二
回
怠
二
九
四
九
年
）

出

生

率
汽一一一%

。、
o

q

t

一

弓

同一吋へ

一一一一一一

u 

2
 

2
 

2
 

2
 

， 

ヤ=:I>

－ 

--4-

死

亡

率／
植
田

耳
、
四

9

均

車

問

「

穴

吋

九一、一
z

昌 平一一 一白

ーミー之内弓 q 然
… 
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昭
和
二
五
年
（
一
九
五

O
年）

一一A
1

2

一

q
九

一

角

間

（

備

考

）

沖

沌

地

域

は

除

か

れ

て

い

る

。

礎

人

口

と

し

て

侵

出

さ

れ

た

も

の

合－
m

た

G

で
あ
る
。

E

Q

の

捻

計

人

口

を

器

．

と

の

表

に

み

ら

れ

る

工

、

つ

を

死

亡

率

の

著

し

い

俊

一

下

は

撃

に

即

戦

前

の

低

下

傾

向

子

継

承

再

現

し

た

も

の

で

あ

る

だ

け

で

を

〈

、

Lι

〈

に

戦

後

に

必

け

る

占

領

つ

γ
よ

い

。

｛

昭

和

二

五

最
近

軍

指

噂

の

公

衆

衛

生

の

改

撃

に

賀

う

も

の

と

い

＼
何
十
湖
見
注

h

二

六

位

三

月

）

の

忍

実

に

工

つ

T

作

憶

さ

れ

た

度

生

省

o

人

口

問

jv一
懸

研

境

所

の

簡

略

生

命

宏

氏

主

る

と

、

日

本

人

の

卒

均

寿

命

は

男

五

六

万

余

ず

／

ム

ハ

O
オ

坊

で

ー

と

も

に

戦

前

に

p
、
ち
一
ペ
ー
て
卒
均
寿
命
は
ほ
立

一

O
年

延

長

さ

れ

た

飴

宏

氏

を

つ

で

と

の

ヱ

う

を

死

亡

率

の

低

下

に

対

照

し

て

、

い
る
。

え

る

状

態

に

を

で

上

昇

し

た

。

出

生

率

は

設

に

戦

前

水

準

ー

を

と

そ

れ

は

戦

時

中

か

ら

怒

期

さ

れ

て

い

た

婚

姻

か

主

ぴ

出

生

が

累

積

さ

れ

て

現

わ

れ

て

〈

る

と

い

ラ

戦

後

遺

有

の

現

象

で

は

あ

る

:6; 、
同

時

陀

戦

後

の

食

糧

棉

川

氏

起

因

ナ

為

農

村

イ

シ

婚

と

出

生

を

一

時

に

箸

婚

さ

せ

た

で

あ

ろ

ラ

と

と

も

協

吹

い

を

い

。

フ

L’ 
も三
農
村

要民

寸~.，.

芸、け

に あ

’：金．婚
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国

民

的

宏

生

活

水

準

の

低

下

と

、

吋

般

的

窮

乏

化

の

中

で

の

景

気

の

部

分

的

社

片

工

h
と

が

成

後

出

生

率

の

異

常

た

上

昇

の

社

会

的

背

景

で

お

不

と

い

え

と
。、

ょ
う
。

国

民

生

活

の

常

務

化

陀

つ

れ

て

出

会

率

は

次

僚

に

低

下

十

九

e

昨

昭

和

二

五

年

K

は

寸

で

に

明

瞭

に

そ

の

兆

候

を

怨

取

し

符

忍

し

た

が

っ

て

、

は

ず

で

あ

h
、

が
、

死
亡
事
の
詑
唱
し
い
低
下
と
掛
川
照
し
て
、

自
然
埼
加
率
討
を
よ
が
段
前
・
本
滋
ゆ
ぜ

は

る

か

に

想

え

て

い

る

。

lJ.. 

将

来

人

口

の

推

計

／司

出

会

卒

の

低

下

段

今

篠

も

引

き

つ

宝

き

拳

行

守

る

で

あ

ろ

う

が

、

肢

を

い

将

来

に

お

け

る

人

口

椴

加

が

相

当

に

著

し

い

も

の

で

あ

る

と

と

そ

覚

悟

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

厚

生

省

人

口

問

題

研

努

所

の

推

計

に

£

忍

昭

和

三

五

年

（

一

九
六

O
年

）

ま

で

の

人

口

の

推

移

ぞ

一

ホ

寸

と

攻

の

第

四

表

の

と

b

b
で

あ

る

o

－

と

の

捻

計

人

口

は

昭

和

二

五

年

セ

ン

サ

ス

人

口

手

法

準

と

し

〉

出

生

率

死

亡

率

〔

と

も

陀

最

も

安

当

と

考

え

ら

れ

る

低

下

傾

向

宇

仮

定

し

て

弘

一

ω
食

さ

れ

た

も

の

で

わ

れ

わ

れ
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あ
る
。

総

回

表

昭
和
二
五
年

" 
二
六
位

4

,, 

二
七
年

二
八
年

’ 
， 

二
九
年

三
十
年

三
一
年

II II 」F

一一一一一月ヤ

Ir 

一一一一ニ付ザ

， 

三
四
月
一

" 
三
五
日
午

将

来

人

口

の

推

計

総

人

口
（
輩
位
千
）

一一ぺ一九同

s、‘・へ

同

Z

・・・・‘

区ヨ

F、
五

、

屯

九

九

F、

C) 

4ミ

Cつ

F、

で~

－ 

入、一一国

内
問

言u

，、如

q
m
o
s

ゴtJ

可

屯

Z
．
間

山
一
「
へ
へ
回

均

一

司

均

へ

Z

均
五
、

O

同

自一、一一

・・・・4‘

一、、・圃・・・、、．一、．一、．一、、
・・・・4・一一、、、、

・・・・・ ・M・・4‘
－・・、
・・・回・‘

寸

O

九

六 （
昭
和

然
増
加
数

（
輩
位
千
）

回

開

問

凶一一一
区羽

Cコ
Cコ
ー包

F、
区主連

E羽 P時

:;I"'宅ゴt.,

吋

口

一

（

噌

一一
五

i
三
五

一
回

l
完
オ
人
口

（
鼠
一
位
千
）

屯

間

三室ζ.::n: 

-t2 

三記

忠一寸九

z
q
o
 

三歪己耳
六
一

巨羽

.:L.: 三5ユS
A
1
2
 

;ft,吟Q

－一Cコ
一、
一，、
司＝

吋

九

円

．．．．． 民国0 

器、一

l?!,!l 

＝向

均
一

::l'LI 

ブU

占

、

へ

也

混
ゴU

Cコ

Fで士
--t-

‘・帽，，
同
上
、
埼
取
材
’

て
ロ

~ 

""' 
F、、

噌

噌

へ

札
一

2

2

て

O

九

円

一、一一

て

0

2

~ w白

て

O

F、
宅:::z,

－ 
一

（

噌

円

三Ei:

・・・晶
．司自．-

／ 
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a

守

p
a
，
A

時

備

考

｝

吋

総

人

口

b
x
ぴ
丘
一
夜
U

H

U
命

令

人

口

は

各

年

次

と

も

一

O
月
白

在
人
・
ロ
で
お
お

o

h

出
生
率
は
昭
和
一
ニ
一
五
年
に
か
い
て
戦
前
・
の
低
下
傾
向
陀
一
致
十
る
．
，

死

亡

率

は

こ

O
年

鯵

K

ア

メ

リ

カ

白

人

の

死

亡

率

に

等 日

現

ーー‘E

も

の

と

し

、

ー司6

誌

が

絞

殺

的

に

近

づ

〈

も

の

と

仮

定

さ

れ

た

。

即

ち

翠

単

位

の

昭

和

二

五

年

の

出

生

率

は

二

八

ι
四

O
始

、

死

亡

率

は

一

0
0
七

七

治

、

昭

一
。
二

O
M布
、

死

亡

率

は

九

。

九

八

Mm
と

-

和

三

五

年

の

出

生

率

は

こ

を
が
。

移

動

人

口

は

を

い

も

の

と

仮

定

さ

れ

て

い

る

。

寸

を

わ

ち

総

人

口

は

昭

和

三

五

年

三署員

（
一
九
六

O
年
〉

に

か

い

て

九

千

五

百

蕊

そ

ζ

え

る

は

ず

で

あ

旬

、

と

く

に

と

の

簡

に

か

け

る

令

人

口

の

増

加

は

毎

年

平

均

九

O
蔑

を

と

え

、

一
回

l
五
九
オ
の
庄
一

mm
何年

一
時
は

一O
O
寓

そ

突

破

十

五

。

人
口
問
問
ゆ
が
失
業
開

か

つ

て

昭

和

平

代

初

頭

（

一

九

二

九

年

世

界

恐

倖

当

時

以

一

問

問

と

絵

び

つ

い

て

痛

心

さ

れ

た

当

時

に

お

っ

す

も

、

毎

年

の

生

河

町

一

年

令

人

口

増

ノ。一
加
は
四

O
訴

前

特

俄

で

あ

っ

た

と

と

守

思

う

と

住

九

O
欝

の

増

加

が

容

易

を

ら

ぬ



問

題

で

あ

る

と

と

が

細

川

俊

さ

れ

工

う

。

し

か

も

と

の

生

向

山

内

十

令

人

im！の
i
苓

し

い

増
加
は
、
．
死
亡
率
の
低
下
が
寸
で
に
庄
一
言
れ
マ
い
守
口
平
供
の
生
長
手
－
よ
り
ヱ
〈

保

償

十

九
h

絵

果

発

生

寸

時

め

も

の

今

九

か

の

野

県

制

限

の

普

及

促

エ

っ

て

も

綾

和

さ

れ

る

と

と

の

を

い

当

面

不

可

避

の

忍

奨

で

申

め

る

と

と

ち

心

得

ね

ば

を

ら

ぬ

。

宏

・

》

右

の

捻

計

千

同

様

の

仮

定

wh

惑

い

T

延

長

し

ず

み

る

と

、

H
本

の

人

口

は
問
刈
吋
d
j
m
jコ
ー
ド
列
六
五
年
）
に
附
引
か

zml「
t

除去

ψ144aσ
（
閉
じ
く
厚
生

省

人

口

問

題

研

究

所

の

推

計

に

よ

る

。

）

今

徐

陀

か

け

忍

出

会

率

の

佼

一

下

傾

向

は

将

来

に

か

け

Z
だ

児

湖

限

普

及

度

如

何

仰

れ

よ

っ

γ
相

当

の

変

異

舎

と

る

で

あ

現

在

の

状

況

が

つ

宝

け

ば

日

本

の

人

口

が

、

一
億
陀
建
十

で
、

ろ
ラ
が
、

懇

か

れ

早

か

れ

、

少

〈

と

も

昭

和

四

O
年

前

後

に

は

る
で

a，
ろ
ラ
。

／ 

ー

ミー

， 



ー

l
i
s
－

－

I
l
l
i
t
－
－

i

l

l

，
 

A
q

－
－
－
 

時

人

口

は

εの
ま
h

り
に
扶
一
袋
せ
ら
れ
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
存

生

産

さ

れ

て

い

る

か

0
・

I 

戦

後

に

か

け

る

生

活

水

準

の

低

下

近

代

日

本

は

、

社

会

的

、

経
i

済
的
に
幾
多
の
れ
弘
義
的
欠
簡
を
考
’
ん
宅
は
い
た

が
、
少
〈
と
も
今
度
の
即
戦
争
し
ま
で
は
増
加
す
る
人
口
を
常
に
よ
り
之
い
生
活
水

準－

wい
お
い
て
投
ぎ
し
て
き
党

o
g
民

｝

人

為

ha
の
突
出
資
分
間
国
民
所
得
の
ム
茶

は
と
〈
陀
’
大
豆
九
年
前
後
、
一
九
二

0
年

代

以

降

段

者

で

お
d

m

J

た
。

底

的

民

生

選

活

動

の

基

礎

を

破

壊

し

た

。

今

度

の

戦

争

民

主

る

関

震

の

援

容

は

－

経
済
安
定
本
部
の
捻
宮
町
民
之
る
と
．
、
家
事
装
備
を
除
〈
卒
和
的
箆
震
の
援
耗
’
だ

け
で
終
戦
時
儲
裕
で
六
五
一
一
一
億
円
、
会
一
平
和
的
問
富
の
四
分
の
｛
に
及
ん
で
か

り
‘
昭
和
一

O
年
｛
山
九
一
一
一
一
斗
－

a
v
以

来

の

そ

の

増

加

分

を

一

挙

に

ふ

い

に

し

て

し

ま

ヲ

た

と

と

に

な

フ

て

い

る

。

之

に

対

し

人

口

は

昭

和

一

o
a
k
対

L
終

戦

時

”

に

か

い

て

も

来

復

員

殺

を

除

い

て

設

が

五

%

余

増

加

し

て

h
M
B
h
p

、
終
戦
、
夜

－
後
の
大
目
涯
の
復
員
と
引
揚
げ
が
乙
の
不
均
衡
．
を
一
そ
う
加
重
し
た
と
と
は
い
ラ

クで
ま
で
も
法
い
。

、
敗
戦
）
詮
’
後
潰
滅
状
態
に
あ
っ
た
生
産
は
法
廷
い
ち
じ
る
し
く
回
復
の
歩
的
問
に

戦

争

は

後



あ

り

、

昨

昭

和

三

五

年

（

同

九

五

O
年

）

に

お

げ

為

国

民

総

生

産

価

格

は

包

？

経

済
安
定
本
部
の
推
鐙
ん
に
よ
為
と

w
内
戦
前
昭
和
九

1
一
一
年
｛
一
九
一
一
一
回

I
三
一
六

年

》

水

準

・

を

若

干

上

廻

る

に

到

っ

た

が

、

し

か

し

人

口

付

誌

の

関

ほ

芯

こ

O
がバ

叫
増
加
し
て
か
り
、
そ
れ
だ
け
国
民
】
人
当
日

hw
生

活

水

準

は

低

下

を

余

儀

止

な

〈

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

あ

る

。

試

み

に

昭

和

二

五

年

｛

一

九

五

O
伝

・

）

に

お

け

る

治

農

水

準

を

指

数

で

み

る

（
経
済
安
定
本
泌
続
け
一
日
五
次
経
済
白
書
陀
ま
る
》

と

左

の

と

か

り

日召 ｛昭

和一和

二 九九
五三 l

毎 回 一

三年
酔;J...，、
年

0 
o・ 

｛
一
九
一
五

O
年
）

都

市

七
三

農

村

九一一一

卒

卒

均

し

て

を

か

八

二

%

の

滋

位

に

あ

h
J
、

と
〈
に
著
し
い
山
。

八
一
一

均

低

下

割

合

は

都

市

生

活

者

に

お

い

て
. .;. 

．， 

’ ‘  



- ' 
1‘ 

ー’、w’

を

た

、

家

計

支

出

中

食

費

に

支

出

さ

れ

た

金

筏

の

割

合

を

都

市

生

活

者

京
、
都
）
に
づ
い

τ
み

る

と

昭

和

二

五

年

終

和

い

て

も

宏

か

忍

七

・

二

%

で

、

戦

・
一
五
%
と
対
比
し
て
そ
の
億
差
は
極
め
て
顕
著
で

前
昭
和
九

1
叩

均
年
の
一
一
一
九

あ
る
。

戦
前
、

..?.. 

産
業
構
遁
＠
遜
化
と
出
品
比
率
の
低
波

東

／ 

と
〈
に
‘
大
正
九
年
（
均
九
二

0
年

代

〉

以

降

の

人

ロ

扶

養

カ

の

増

大

は
叫
賞
し
て
ヱ
業
化
の
た
も
ま
も
の
で
あ

D

た

。

戦

前

戦

後

に

か

け

る

援

業

別

人

間

割

合

の

推

移

は

次

の

第

五

誌

の

と

か

h
t
で
あ
る
。

龍
一
一
栄
別
就
業
者
数
割
合
の
捻
移

｛
大
疋
九
牟

1
昭
和
三
去
年
ザ

胤
u耳与

ー$ー

小漁林

業業業；：；：三t.
t:i I 

第

五

変大
正
九
年

s
q
如

OB 
間和
六 五
八 年

出昭

司ーな均！
叫’間拘壬f

d』」出
h 今

ιH  

昭
和
一
五
年

同

可

。

Q
4
 

句

;;,r,.屯

Cミ

グti•

q
o
 

吋

出

国

内

閣

同

異

例

思

一

時

間

吋

噌

三器

三毛

三毘

昭
和
三
五
年

回
器
、
同

一、，A一一1
0

同

舟

揖



建鉱

業

設

業

製
品
旭
業

小

Ct 

卸
及
び
小
売
業

金
敵
保
険
及
び

不
動
産
業

選
総
忍
信
及
。

そ
の
他
の
公
益

事
詳
ル

サ
ー
ぜ
ス

ぬ来

r.: 
品

務

分
類

小不
自色
及

Gt ぴ
不 i

言手

Sr 

就
業
者
総
数

~ 弓

噌
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一
吋
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o
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同
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一
六
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q
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一
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時
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広島
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s 
宍
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話

q
国

-
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Q
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内

諸
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吋
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O
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”l 

｛
備
考
】

ーミ

林
梁
に
は
・
姥
始
業
及
び
伐
・
米
・
将
来
を
含
む
。

漁
九
一
対
は
水
盗
容
殖
業
を
含

t, 
。

．”・‘ー・司書

製
設
小
売
業
は
一

み

裂

選

梁

に

含

ま

れ

て

い

る

。

日

本昭

人和

は二
昭年

和の

小

売

認

に

含

め

ら

れ

て

い

る

が

、

ま
た
川
越
駿
寧
尽
員

二

二

ん

は

は

分

類

不

能

及

び

不

詳

に

入

ヲ

て

い

る

が

、

昭

和

平

去

年

は

公

務
w
h

入
ヲ
て
い
「
る
。

J信宅ミ

昭
和
一
五
伝
及
び
昭
和
｝

五
年
は
卒
常
の
従
業
に
よ
り
町
、

大
豆
九
年
、

昭
和
二
一
九
日
年
及
び
三
五
伝

問

は
訂
六
一
時
一
諮
問
の
就
栄
に
之
為
。

終
戦
前
の
伝
次
は
ト
ザ
J

ベ

τ
沖

絡

を

除

〈

。

ヨ高

カ
ロ
一
官
『

n
h
H

訓
州
訓
日
．

h
F

五

年

は

在

外

軍

関

係

者

を

含

命

。
DB 
示日

主主
んー．
斗】

は

お

四

才

以

P突

一
む
オ
以
上
、

昭
和
一
二
ふ
年
は
山
山
山
・
え
ん
山

上

の

就

業

者

数

で

あ

ぁ

。

-tミ

昭

和

二

三

年

長

よ

び

三

五

島

は

失

誌

な

を

含

ま

ぬ

。

な

争

本

表

は

総

理

府

統

計

局

民

主

b
昭

和

二

五

年

の

産

業

分

類

の

方

法

の
絵
、
予
な
逆
ヲ
て
一
改
綴
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ーター

ば

去

り

先

行

セ

ジ

サ

ス

i ・



第
五
～
設
に
つ
い
、
て
戦
前
の
捻
診
を
み
る
と
、
農
業
統
業
者
数
段
実
数
に
大
し

た
変
化
、
は
h

授
か
う
た
が
、
‘
そ
の
比
率
を
次
銭
に
低
波
し
て
か
・
9
、
之
伊
阿
部
川
し
袋
、

議

エ

祭

b

z
び

逮

設

工

業

の

就

業

者

数

は

宍

数

割

合

と

も

陀

著

し

〈

増

大

し

て

一

般

的

向

上

の

原

動

カ

で

あ

ロ

た

し

、

戦

前

そ
れ
が
国
民
生
活
水
準
．
の

に

か

け

る

出

会

率

の

低

下

傾

向

そ

可

能

に

し

た

国

民

経

済

的

背

景

で

あ

ヲ

た

。

昭

和

一

五

年

（

一

九

四

O
年

）

厚

生

省

人

口

問

題

研

究

所

。

施

行

し

た

出

産

カ
問
士
会
の
捻
泉
に
之

b
絡

手

期

間

を

怒

お

し

た

夫

婦

の

平

均

副

生

児

数

を

職

業

別

に

み

る

と

左

の

と

か

h
d
で
あ
る
。

卒
・ー均
内‘ー－尚

八盆
児

人数

~ 

’相・＝主

人人

い
る
。職

業

ヵ

I
F
皆

及

；

l

i

 

三昆

農・

4格

%ミE

ヨヨL
’日

(Z5耳

銀 賞中

行金土 裕

会労云
社働業

実員者主

富

怒え

~ IZョ

ー " －ー・
- ... 品去三

際

liZl:t 区E車

』・－

Cコ

湯量』

官

ノ、

人
官
一
人

ー出

入

0 

入

〆
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わ

れ

わ

れ

は

と

の

簡

略

念

数

値

か

ら

も

‘

富

裕

階

級

の

多

震

に

み

ら

れ

る

之

ラ

恋

強

恥

家

族

主

義

的

伝

統

と

あ

わ

せ

て

、

出

生

卒

が

生

活

水

準

の

向

上

と

生

活

さ
2
近
代
化

2
2低
下

し

て

い

る

2
Z報
う

と

と

が

で

き

之

う

σ

建

築

構

造

の

欠

陪

と

過

剰

人

口

の

寄

生

産

., 

ノ

戦
前
陀
か
け
る
産
業
総
・
議
．
の
借
地
化
と
そ
わ
に
伴
ラ
出
生
率
の
低
下
傾
向
は
以

上

の

ど

が

り

で

あ

る

が

‘

し

か

し

ζ

の

総

治

的

準

化

は

そ

の

反

面

に

か

い

て

低

所

得

の

産

業

部

門

を

議

議

的

に

い

之

い

よ

停

滞

さ

せ

、

そ

の

犠

糾

は

に

お

い

て

議

成

さ

れ

た

傾

き

が

強

い

。

と

く

に

家

族

労

働

に

依

存

ず

る

零

細

農

業

経

営

が

近

代

的

遜

化

の

方

向

か

ら

取

b
議

さ

れ

た

と

と

は

農

村

を

停

滞

的

過

剰

人

口

の

滋

床

と

し

た

o

同

じ

〈

家

族

労

働

中

心

の

零

細

商

業

者

は

そ

の

都

市

的

対

応

物

で

あ
っ
た
と
い
れ
J

て
£
い
。
と
の
エ
う
宏
一
俗
法
的
欠
縮
政
工
業
人
口
自
体
一
院
も
ま

た
附
随
し
て
よ
が
り
、
ヱ
祭
人
口
中
，
家
族
経
営
的
零
総
企
業
の
占
め
る
割
合
は
圧

倒

的

に

高

い

。

そ

し

て

と

の

よ

う

な

桜

山

道

的

欠

陥

が

人

口

問

題

の

立

場

か

ら

と

〈

に

注

目

を

必

妥

と

ナ

る

忠

由

は

‘

と

れ

ら

の

生

産

伎

の

低

い

就

殺

到

分

野

が

た

‘
 

、‘

ι
や

す

〈

越

剰

人

口

の

収

容

器

地

と

し

て

人

口

問

題

を

不

感

ゑ

化

ナ

る

ば

か

h
で

ノ

』一
昨
な
〈
、
そ
れ
自
身
過
剰
刺
入
口
を
寄
生
還
す
る
母
胎
で
も
あ
忍
点
に
あ
る
。



！
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i
；
｝
 

ー

－． 

も

ち

ろ

ん

、

家

族

主

義

的

多

産

の

伝

統

を

代

表

十

為

農

民

社

会

の

中

に

も

駿

後

の

人

口

圧

力

に

対

す

る

合

忍

的

を

諮

応

現

象

は

続

攻

せ

ら

れ

る

o
厚

生

省

人

口

問

題

研

究

所

が

終

戟

以

降

宍

施

し

て

い

る

農

村

人

口

初

登

の

治

来

に

ヲ

い

て

み
て
も
、
別
掲
第
六
や
一
誌
に
み
る
と
か

b
、
出
生
卒
は
也
市
長
村
別
に
み
る
と
近
代

化

せ

る

前

縫

的

農

村

に

よ

ゲ

い

て

低

〈

、

ま

た

農

家

の

経

営

規

模

別

に

み

る

と

経

営

の

合

忍

化

民

最

も

切

笑

宏

反

応

力

を

も

m
J

中
．
核
的
農
家
居
に
必
い
て
最
も
低

い
。

＼ 

〆
＼ 

． 
’e・
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第

六

表

農

家

経

営

規

模

｛
翠
位
町
｝

-I.I- 。
九一一一
1

0

。e

玄

1
4

－
O
B
 

ー－.;.:.;1・
’
五

t
エ

6
0
1
一口

一．同．． 
噛－‘

－

O
以
上

nt 

・
五。－

五。。
農

家

隠

居

別

特

孫

出

生

率

ヤ
妊
手
伝
u

令

宥

配

偶

女

子

一

0
0
0
に

怒
る
過
去
一
日
年
関
の
出
会
見
数
叫

、

A 

村

:a -

村

去
一
一
一
一
・
四

八一
四六

・t ’五三

一
七
吋
骨
髄

向。λ
ふ凶

一
九
0
4
1七

i

図

一
四
九
・

O

制
七
一
ニ
ア
九

一
六
六

二一

0
・四

． 

づ
き
一
初
恋
時
を

一
－
二
九
色
町

g

村

二
五
一
一
一
・
七

一一一品一品
咽

句ヲー
品市

、

．一五

O

ヱコ

一八
O 七

00  

’h ． 



ヲー司”で’ ー ← 司・v、－ 〒 - －－一、
一 ．

標

本

と

し

て

一

ユ

カ

村

を

掲

出

、

ム

村

は

佐

賀

県

に

か

け

る

A

殻

の

前

遜

（
昭
和
二
四
年
八
月
目
指
盗
）
、

B

村

は

岩

手

県

に

お

け

る

A

滋

の

東

北

型

農

｛
昭
和
二
三
年
｝
ニ
月
初
恋
）
、

G

村

は

新

潟

県

に

お

け

る

ム

滋

の

水

稽

翠

作

村

（
昭
和
一
一
一
一
一
－
年
点
二
月
間
関
益
）
で
あ
る
。

富

農

麿

の

相

対

的

高

出

生

率

は

家

族

主

’

義

的

多

震

の

伝

統

の

蕊

存

を

物

語

る

も

の

で
あ
る
が
や
し
戦
後
の
入
口
圧
力
に
対
・
す
る
惑
応
遼
勃
は
生
活
一
一
橋
迭
の
合
迫
化
と
生
活

水

溶

向

上

に

最

も

敏

感

左

中

核

農

家

居

に

ι
が
い
て
最
も
顕
著
で
あ
る
。

し
か
し
を
が
ら
、
中
核
農
家
庭
に
と
・
の
之
う
宏
人
口
『
的
諸
問
応
を
発
現
さ
せ
る
に
到

ヲ

た

戦

後

の

遇

剰

人

目

庄

は

企

時

に

零

締

役

兼

業

農

家

庭

を

著

増

さ

せ

‘

そ

と

に

b

い

て

過

剰

刺

入

口

そ

更

に

訴

し

〈

再

生

産

さ

せ

っ

、

あ

為

と

と

を

注

意

せ

ね

ば

を

ら

ぬ

戦
前
夜
が
《
五
一
品

O
万
戸
の
線
を
上
下
し
て
き
た
閉
村
山
家
戸
数
は
戦
後
に
到
っ
て
大

0
0
万

戸

を

越

え

、

し

か

も

戦

前

六

O

O
万

町

歩

の

耕

地

は

開

拓

計

画

の

進

行

に

も

か
も
為
わ
ら
ず
昭
和
三
玄
年
現
在
瓦
町

O
万
町
歩
に
誠
少
し
て
い
る
。
農
家
の
経
・
営
規
’
一

撲

は

会

渡

的

に

緒

ふ

し

た

。

農

家

人

民

は

昭

和

二

二

年

八

月

一

回

の

農

業

セ

Y

サ
ス

か
ら
昭
和
三
五
年
一
ム
月
山
自
の
世
界
農
議
セ

Y

サ
ス
に
到
る
三
年
宇
の
院
に
一
一
一
一

O

万
を
増
加
し
た
・
が
、
、
そ
れ
は
と
の
関
に
が
け
る
農
家
の
捻
定
自
然
増
加
数
の
ほ
玄
七

内
備
考
｝

的
農
村

村



O
%
に

諮

る

。

戦

前

農

家

人

口

は

そ

の

自

然

増

加

分

を

ほ

玄

残

ら

を

P
、
一
離
農
離
村
さ
せ

て

き

た

と

と

を

思

う

と

農

村

k

b
け
る
遇
制
別
人
口
の
停
滞
は
疑
ラ
ペ
《
も
な
い
。

験

後

に

か

け

あ

鉱

工

業

生

還

の

回

復

を

指

数

を

以

フ

て

L
め

ず

と

次

の

第

七

回

復

の

歩
m
m

は

最

近

に

到

mJ

て

と

ぐ

に

顕

著

で

あ

る

が

、

主

と

し

て

技

生

活

物

資

ヱ

m
誌
に

hv
い
て
は
を

hw
遅
々

他
方
、

表
の
と
・
絞
り
’
。

資
材
工
業
部
一
回

K
－
沿
い
て
強
行
さ
れ
て
か
り
‘

と
し
て
い
る
。

1’ 

ムイ2-



． 
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第
七
表

昭

和

八

孝

一

O
年

二
九
三
三
年

1
一日一五年）

昭

和

二

一
年
度

0 

二
一
一
年
度

II 

二

三

年

度

tr 

一
一
四
年
・
度

一13-11 

二

五

年

度

鉱

工

業

生

産

指

数

｛
昭
和
ニ

総

令

一0
0

・。
一
一
一
五
－
一

四
回
－
ニ

六
三
・
七

七
八
・
七
，

｝

O
九
二
ハ

（

備

考

｝

経

済

安

定

本

部

務

..... 
年

tI
二

五

年

｝

奉

礎
物
資

一0
0
・0

三一一

7
0

四
一
ニ
ニ
ニ

六

0
・六

八
一
一
・
四

.... ・r
町圃‘

・・・... 
・，
．陣－・．圃... ---

1
4
t
i
l
i－
－

 

投
資
材

一0
0

・0

五
八
・
九

七
回

ι

一
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一
六． 
．． ”凶．
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一
四

0
・
四

一
八
七
・
九

生
活

物

資

自

0
0
4
0

， ， 

二
三
・

O

一
一
六
‘
一

一一一．．．．． 
。

ロ一九・

O

四
五
4

八
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し
か
し
な
が
ら
、
！
と
れ
と
見
合
う
雇
傭
指
数
は
職
ヱ
数
一
ニ

O
人

以

上

の

ヱ

場

を

対

象

と

十

る

毎

月

勤

労

統

計

調

盗

に

，

よ

る

と

昭

和

二

二

忽

以

降

さ

し

た

る

増

加

詮

く
、
二
五
年
以
降
は
む
し
ろ
波
少
，
を
し
め
し
て
い
お
。
い

L
か

え

れ

ば

上

掲

第

五

表

に

み

た

セ

ン

サ

ス

に

之

る

ヱ

祭

就

務

省

数

の

最

近

に

か

け

る

増

加

が

主

と

し

て

賃

金

水

準

の

低

い

零

細

経

営

に

か

け

る

就

業

者

の

増

加

と

し

て

行

わ

れ

て

い

る

と

と

を

捻

務

せ

し

め

る

。

最

廷

に

か

け

み

商

業

人

口

の

増

加

も

ま

た

殺

を

一

に

し

て

が

p
、

泡

剰

人

口

の

選

築

関

に

か

け

る

移

動

と

配

分

の

程

度

を

さ

し

て

と

え

た

も

の

で

な

い

と

い

え

之

う

o
人

口

政

策

的

見

地

か

ら

襲

撃

さ

れ

る

産

業

構

造

の

遜

化

ぽ

と

の

よ

ラ

去

橋

建

的

欠

陥

ー

を

是

正

ナ

る

に

足

る

ほ

ど

強

力

設

も

の

で

念

け

れ

ば

な
ら
ぬ
。

号．

将
来
人
口
の
扶
養
－
と
安
定
に
つ
い
て
、

自

然

資

源

特

に

可

耕

地

に

乏

し

い

我

国

’

は

第

一

次

大

戦

終

了

以

来

｛

】

九

二

o

ae
）

歴

代

政

府

の

開

墾

助

成

及

び

、

食

糧

増

産

政

銭

に

も

拘

ら

ず

、

戟

前

に

於

て

も

食

糧

の

増

産

は

到

底

人

口

増

加

に

伴

は

ず

、

植

民

地

主

D
の

逓

増

す

る

移

入

に

依

ヲ

て

賄

っ

て

来

た

が

、

戦

後

に

於

て

は

節

織

の

如

意

人

口

の

設

増

し

た

反

蕗

食
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ー．、
守

糧
の
生
還
は
齢
制
前
に
比
し
て
増
加
せ
ず
‘
食
、
湿
の
忽
制
乃
一
弘
一
一
一
割
を
外
問
問

z

b
の

稔
入
に
依
存
寸
る
に
お
一

hd
、
今
後
人
口
増
加
に
伴
い
稔
入
は
益
々
増
加
・
ず
る
趨
勢

W
い
あ
る
。
そ
の
他
綿
花
羊
毛
ぜ
ム
等
・
の
会
潟
、
鉄
総
、
原
料
災
石
総
の
大
部
分
も

亦

外

関

に

依

存

ず

る

外

濠

い

か

ら

、

人

口

校

設

カ

の

治

大

は

捻

出

ヱ

誌

の

お

渓

会

hv

い
て
求
む
ベ
〈
も
弘
は
い
。
そ
れ
は
蕊
強
問
機
的
併
と
し
て
は
‘
近
代
的
ヱ
川
氏
化
、
突

本
犠
成
。
高
度
化
に
向
．
ふ
の
外
な
い
。

し
か

L
宏

が

ら

資

本

構

成

の

高

度

化

に

傍

ラ

労

偽

濯

僚

の

相

対

的

滋

少

と

、

そ

れ

に

蕊

哀

ナ

る

相

対

的

過

剰

人

口

の

増

加

を

零

細

農

家

人

口

の

増

加

た

い

し

は

会

じ

〈

家

族

経

営

的

宏

零

細

企

業

人

口

の

増

加

と

し

て

鯵

ら

せ

る

授

ら

ば

写

そ

れ

は

渇

去

に

か

け

る

白

木

の

箆

業

務

縫

に

か

け

る

欠

陥

を

一

そ

ラ

大

規

模

に

再

生

産

し

し
た
が
？
で
ま
た
過
剰
人
口
問
題
を
拡
大
一
将
政
一
蕊
ナ
る
W
N

熔
清
十
る
で
あ
ろ
ラ
。

し

か

も

資

本

構

成

の

高

度

化

に

伴

ラ

労

鈎

麗

僚

の

和

対

的

波

少

傾

向

を

補

償

す

る

方
法
が
ヱ
栄
化
の
山
そ
－
h

つ

の

発

展

を

か

い

て

は

求

む

べ

〈

も

な

い

と

と

を

怠

舎

と

現
状
は
変
化
の
を
い
場
合
｝
泣
い
将
来
に
予
期
さ
れ
る
一
億
人
口
の
産
栄
議
設
が
知

一
何
に
高
度
の
ヱ
祭
化
合
必
一
誌
と
ナ
為
か
を
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

M

T

3

i

：T
I
K
I－
i
1（
℃
 

～

と

の
i

動
ム
口
の

m

億
人
ロ
は
ね

r

よ
そ
：
一
与
も

h

h

ん

0

0
万
の
府
一
夜
一
年
令
人
口
そ
も
わ
J

と

‘ 



そ

れ

は

お

之

そ

守

パ

dα
ポ
E
N
設

没

者

数

を

も

た

ね

ば

去

る

庭

菜

人

口

は

戦

前

す

で

に

滋

F

ほ
さ
れ
た
滋
少
傾
向
鳥
山
由
そ
ラ
強
化
ナ
る
と

と

が

望

ま

し

い

か

ら

、

民

派

：

水

浸

誌

の

蕊

謀

者

数

少

ぐ

L
H
も
繍
…

mdt勾
£
ー
あ
，
4
4
1
s
o
u

G
A
U
万

に

止

ま

る

と

と

を

む

怒

と

ナ

み

o

空

河

川

、

交

翌

三

公

務

自

由

業

等

の

広

H
T

－

r

畿
の
サ

I
ぜ

ス

的

選

誌

に

か

け

る

就

会

者

数

は

大

豆

九

怠

・

｛

】

九

三

O
年

》

砕

い

い

／
J
h

｛
均
九
四

O
年

）

の

捻

移

侭

向

か

ら

み

て

欽

ヱ

栄

就

業

者

数

と

ほ

就
中
間
討
議
ヱ
m
m
m

と

建

設

ヱ

ー

j
i
l
l－

1

1
；
1
1
 

捻
託
さ
れ
る
が
‘

を
い
。

し
昭
和
一

五
年

立

均

等

ず

る

も

の

と

仮

定

す

る

と

鉱

工

栄

就

設

者

数

、

誌
の
包
容
寸
ペ
き
翌
日
三
一
世
訟
は
合
計
吋

431犬、

O
Q万
ー
に
近
い
も
の
と
な
為
。
そ
れ

は
，
現
在
｛
昭
和
二
蕊
年
）
の
ヱ
円
以
就
染
者
約
一
山
約
七

O

O
万
人
の
一
一
傍
之
り
も
多
い
。

今
次
臨
戦
争
末
期
、
昭
和
一
九
人
記
’
の
‘
也
大
な
ヱ
栄
就
染
者
数
さ
え
旬
、

0
0
0
万
を

や

h
越
え
た
程
度
で
あ
フ
た
。
向
億
人
口
を
単
に
府
伸
一
存
さ
せ
る
だ
け
で
在
〈
、
，
し

た

が

ヲ

て

ま

た

子

供

を

会

選

ず

る

ほ

か

に

岳

彦

伎

の

設

い

主

ラ

な

生

き

方

争

・

さ

せ

宏

い

と

と

を

必

畏

と

ず

る

か

ぎ

h
J
、

そ

れ

く

ら

い

の

建

築

様

迭

の

上

で

の

遜

化

を

必

裂

と

ず

る

の

で

あ

る

。

移

民

は

鼠

民

の

発

撃

で

は

あ

る

が

4
唱

を

期

待

ナ

る

と

と

は

困

難

で

あ

る

ラ

。

過

剰

人

口

を

緩

和

す

る

之

aJ
弘
仏
大
量
移
民

志

た

入

を

移

動

さ

せ

る

之

h
p

も
、

そ

の

労

,ttム・ん
てL ム々

一一一一一一一一十一一一一←一一一一
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働
に
依
っ
て
生
産
さ
れ
た
商
品
を
移
動
さ
せ
る
方
が
｝
・
居
容
易
で
あ
り
、
ー
ま
た
合

怒

的

で

あ

る

。

然

し

如

何

に

小

規

模

な

移

民

で

も

例

へ

ば

短

期

の

技

術

者

移

民

で

あ

づ

て

も

国

民

心

怒

に

及

ぼ

す

影

山

訟

と

建

築

貿

易

に

及

ぼ

す

同

接

的

影

容

は

大

き

い。

右

の

よ

う

な

高

度

の

ヱ

楽

化

の

た

め

に

は

A
f

と
〈
に
凝
縮
仰
の
僅

少

注

目

本

陀

と

ヲ

て

は

、

為

国

際

貿

易

の

自

白

衣

発

展

乾

期

待

ナ

為

と

と

る

が

多

い

o
n

鉱

工

廷

の

生

産

指

数

は

、

上

記

の

と

か

b
一
、
一
昨
昭
和
一
日
五
年
に
到
ヲ
て
昭
和
八

t

｝

O
年

の

選

挙

を

超

え

た

が

帯

貿

易

は

数

蚤

指

数

陀

－

い

て

昭

和

九

1
一
一
年
を

器
地
中
と
し
え
昨
昭
和
二
一
五
年
に
か
い
て
も
を
》
総
出
に
が
い
て
こ
九
’

O
K
、

入
陀
か
い
て
三
一
一
一
世
相
%
の
低
位
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

一IS-

－ 
ー

． 

、芸乃
’....品、、

． ， ． 
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命長

白．

高

人

口

ほ

ど

の

エ

ラ

在

適

応

懇

動

を

し

ず

－

い

る

か

五

箆

鬼

制

限

の

普

及

状

況

原

生

省

人

口

問

題

研

究

所

の

叡

査

に

よ

h

最

廷

に

お

け

あ

民

間

ぬ

制

限

の

普

及

た

況

を

み

る

と

が

L
£

そ
左
め
と
か
一

b

で

あ

る

。

寸

会

わ

ち

萎

の

年

令

四

九

オ

来

続

の

夫

婦

中

避

妊

を

実

行

し

で

都

市

に

か

い

て

い

る

夫

婦

絞

め

朝

合

は

会
一
よ
そ
二
五
%

町

に

か

い

て

』F

ニ
O

%

農

村

に

が

い

て

， 

玄

1

五

%

と

推

定

さ

れ

て

い

る

。

但

し

地

域

・

葬

は

極

め

γ
著

し

い

。

普

及

率

は

全

国

平

均

し

て

二

O

%

に

足

ら

ぬ

程

度

と

推

計

さ

れ

る

。

そ

れ

で

も

戦

前

が

よ

び

段

、

時

に

比

べ

る

と

四

乃

至

五

僚

に

増

大

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

て

遊

妊

方

法

別

に

み

る

と

、

い
る
。

コ

ン

ド

ー

ム

、

｛
定
期
禁
慾
除
、

中

締

法

安

ど

の

大

衆

い
守
わ
も
の
は
認
め
て
稀
れ

で的

あ？賃

る用
。rE

が

多

〈、
専

問

学

の

技

術

的

指

導

そ

う

け

て



避

妊

の

効

果

そ

ア

メ

リ

カ

の

B

＠
パ

1
ル
jEb－－よ
i

ぴ

。
ノ
ー
ト
ジ
ユ
タ
－
4

Mーの

i
1
1
l

志
向
り
討
に
エ
ろ
計
答
絵
に
上

b
、

不
窓
（
行
間
期
間

r
掛

川

十

る

実

行

期

間

の

妊

娠

卒

の

低

官
砕

下

割

合

で

し

め

十

と

、

都

郡

と

も

に

八

O

%
以

上

め

効

果

そ

し

め

し

て

か

り

、

間

的

措

準

・

の

な

い

滋

終

絵

と

し

て

は

相

当

の

効

果

手

あ

げ

て

い

る

と

と

に

号

る

。

（

間

じ

〈

箆

生

省

人

口

問

題

研

究

所

の

拐

容

一

げ

れ

よ

る

。

）

避

妊

の

人

口

政

鎖

的

効

采

は

主

と

し

て

今

判

官

の

大

、

衆

的

普

及

の

如

街

W

か

、

五

と

い

っ

て

よ

い

。

ユ

A

（
口
性
的
箆
払
加
わ
柄
欄
加

拡

駁

さ

れ

た

。

合

設

的

に

人

ヱ

妊

娠

中

紹

（

防

自

治

）

の

許

さ

れ

忠

範

簡

は

攻

後

極

め

て

大

幅

に

会

役

的

に

行

わ

れ

た

人

口

終

娠

中

綿

件

数

は

左

の

と

か

b

二

回

欝

六

千

余

昭
和
二
四
月
十

昭
和
二
一
五
年

一
九
四
九
年
）

（
一
九
五

O
年
）

四

八

京

九

千

余

慈
山
中
お
加
の
勢
帆
T
－

し

め

し

て

い

る

。

銭

円

口

氏

対

十

ろ

割

合

と

し

て

み

る

と

左

の

と

か

h
で

あ

る

。

昭

和

二

四

年

右

の

件

数

奇

各

年

次

の

出

市

民

｛

出

会

お

よ

び

，，．、

昭

和

二

五

年

四

。
四
%

死
霞
）

七

o

四

%

町、

：、



f

l

，
I
I
l
l
i
t
－
－

I
l
l
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－

i
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安
h
u

右

人

口

悠

娠

中

館

聞

の

ほ

か

、

生

手

術

件

数

は

左

の

と

お

h

で
お

間

じ

〈

僚

会

保

護

徐

に

Z
っ
て
符
い
わ
れ
た
侵

ヲ

七プヒ
五。。
余

件

昭

和

二

四

年

五
、

昭

和

二

一

五

年

四

O

O
余

件

安
か
、
昭
和
二
五
月
十
陀
か
け
忍
人
工
終
娠
中
絡
子
一
そ
の
杓
ト
由
・
別
陀
み
守
れ
と
、

体

の

保

関

税

特

円

以

由

と

し

て

い

あ

も

の

が

光

八

。

五

%

で

圧

倒

的

に

必

ず

い

が

、

そ

の

大

都

会

は

箪

に

合

法

い

化

の

た

め

の

表

面

的

努

由

と

み

お

方

が

安

当

で

あ

ろ

う

。

、

-/+:~ 
ルヤ‘

3 

自
然
死
一
段
の
路
加
と
非
合
接
的
随
一
胎

非

合

法

的

を

随

一

胎

は

そ

の

努

熊

を

と

ら

え

λ
・
と
と
が
困
難
で
’
あ
る
が
、

お

け

る

自

然

死

出

授

の

箸

均

ω

そ

の

一

斑

奇

う

か

が

わ

し

め

る

に

足

ろ

う

。

山
市
均
台
ぷ

z

vr配『・

aaヲ
4
a
r

，u－

死

間

以

行中．
rは

敬

訪

年

と

と

も

に

低

下

の

傾

向

－

に

お

っ

た

も

の

廷

は

一／クー

で
、

出

百

千

に

対

十

る
死
一
円
一
一

昭
和
一

O
年

一
八
年

ェ五

九 O
。。
九五

E召

%0 

， 
' 

／ 



で

お

っ

た

。

没
後
は
と
の
傾
ー
向
日
ぜ
逆
転
し
、
累
年
灼
一
加
の
傾
向
を
し
ー
め
し
て
い
る

O
｜
｜

' I 

出叫ん
μ

千

に

対

十

旬

。

， 
、

..... 4~ 

!{" ィ需
O') 

与

に
一一…以

ろ
自
然
死
一
P
N況

は

左

の

と

か

昭

ね

二

三

年

一一一六

。
ム
ハ

昭

和

二

回

今

三
九
。

応

和

二

五

月
γ

，。
A 

四

更
に
入
ヱ
秘
録
中
穏
や
・
加
え
た
み
一
一
死
持
率
止
し
す

か
ら
逆
行
／
し
て
い

み

る

と

左

の

と
か
旬
、

成

滋

水

司
か
と
と
が
み
ら
れ
守
れ
。

昭
和
・
回
－
二
年

玄

O
o
’五

昭

和

二

四

年

・
ム
ハ
ム
ハ

。
七

自

昭
一
和
二
五
年

然

死

内
i

の
開
初
出
授
は
旋
娠
四
カ
月
以
上
・
の
、
老
ぽ
限
ら
れ
て
い

λ、

lfil 

。一ニ

る

iJ; 
、

四

カ

月

来

件
一
三
せ

4
1
・2
1

｛

少

〈

と

も

そ

の

昭

和

二

玄

ニ
僚
に
懇
十
守
れ
と
捻
｛
一
附
さ
れ
て

か

け

λ

自

然

死

R
m陥
没
は
開
脱
出
没

三

千

に

及

ぶ

と

い

い

る

か

ら

、

O
七
、

六

O
四

件

の

少

〈

と

も

三

倍

、

一一一

つ

て
ま
〈
、

そ

の

内

の

相

当

部

会

は

非

合

絵

的

堕

胎

と

考

え

て

ヱ

い

も

の

で

ホ

ろ

う

。

仮

b 

に

校

時

中

昭

和

自

然

死

た

w
q
k
近

加

も

の

の
死
向
山
仰
は
を
以
つ
て
な
・
来
の

と

寸

れ

ば

昭

和

二

五

年

の

自

然

死

尚

一

一

の

過

半

は

実

際

に

は

A 
Fせ
4 ゃー

』

r‘ 
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非

合

接

的

堕

胎

と

み

て

も

主

〈

、

会
的
陥
没
の

ー一／，一

一
一
一
割
に
｝
泣
い
授
と
を
あ
。

上
自
司
令
炉
酌
鐙
胎
と
合
せ
て

限

立

六

笠

宮

件

t

、
1
－

L
P
I
1
r
h比

i

t

e

g

i

 

出
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む

ナ

び

圃喝Z

戦

後

に

於

け

る

λ
ロ

過

剰

の

圧

力

は

極

め

て

朗

自

か

ワ

深

刻

で

、

国

民

会

活

水

準

は

郡

部

を

遜

じ

て

著

し

〈

低

下

し

た

。

一
六
戦
後
六
カ
．
年
の
経
過
に
依

b
、
店
一
廷
の
回
復
ほ
箸

L
い
。
然
し
現
在
の
、
国

‘
・
民
生
活
を
向
上
v

も

、

当

面

ず

る

増

加

入

口

を

扶

養

す

る

に

は

、

国

際

貿

易

の

自

由

化

を

前

提

と

ナ

る

総

出

工

業

の

増

大

を

か

い

て

他

に

之

を

求

め

る

と

と

は

出

来

法

ぃ

。

之

が

為

一

に

は

間

際

社

会

の

奨

の

民

主

主

義

的

号

協

力

に

依

存

す

る

所

が

極

め

て
M
グ
い
。

宍

然

し

お

毘

の

総

出

ヱ

栄

一

民

国

際

貿

易

の

発

展

に

は

種

々

の

困

難

が

あ

る

か

ら

、

他

方

に

於

て

人

口

増

加

売

統

制

し

な

け

れ

ば

宏

ち

た

い

。

己

の

事

は

援

に

衆

議

践

に

於

て

承

認

せ

ら

れ

1

u

’u

一
ν

政
府
も
之
が
脇
陣
察
を
除
去
ナ
可
〈

一
努
力
し
て
か

h
’

、

多

数

の

団

体

が

自

主

的

な

人

口

増

加

抑

制

の

普

及

に

従

事

し

ヲ

タィ

t
ミ
あ
る
、
本
会
の
使
命
も
亦
と
、
に
存
ー
す
る
。
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